


っ張り力を要する。 フックを2枚重

ねれば，1枚の時に比べて2 倍であ

る98Nの力がピンからはずすのに

必要。 従って， 金型の中で開く順番

が遅いところほど， 多くの フックを

重ねて設置すれば， 開く力を段階的

に上げることで， 順番通りに金型が

分割できる。

Idea Cornerへの読者の応募を歓迎します。 1000字程度（横書き）， 図・写真は1~2点。 あて先●〒102
東京都千代田区平河町2-1-1 日経BP社 「 日経メカニカル編集」Idea Corner係。 掲載分には1件1
万円の謝礼を差し上げます。 なお， 特許などには一切関知いたしません。

例えば， 開く個所が3カ所の金型

で説明する〔図2 (a)〕。 各分割面

には開く順番に併せてフックの枚数

を増やす。 成形終了後， 金型を開く

力を 49Nに設定すれば， フックが

1枚だけはずれるため ， ま ず 最初の

分割面が開く〔図2 (b)〕。 次に金

型を開く力を倍の98Nに上げれば，

フックを2枚 設置した次の分割面が

開 く〔図2 (c)〕。 最 後に147Nに

力を上げれば， 金型が最後まで開く

〔図2 (d)〕。

フックはナイロン66製であるた

めに． 価格が安い。 繰り返し試験を

行ったところ，1000回使用しても

問題は起きなかった。
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